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令和４年度 事業報告 

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

 

事 業 の 状 況 

 

社会の繁栄の基礎は、科学技術の進歩と産業経済の発展にあるとの考えに基づき、

わが国の優れた独創的な研究開発を推進し、科学技術の発展と国民生活の向上に貢

献したいという当財団設立提唱者市村氏の想いを実現するため、令和４年度も関係

各方面の方々のご支援とご協力により以下の事業活動を積極的に展開し所期の成

果を収めました｡ 

なお、新型コロナウイルスの感染により令和３年度ほどではありませんが、各種

事業に影響が出ました。 

 

１.科学技術の研究開発助成 

(1)新技術開発助成 

科学技術に関する独創的な技術を実用化するために技術開発の努力をしている

中小企業へ助成する事業です。令和４年度は２０件（総額 341,930千円）の助成を

決定し、８月２日及び令和５年２月９日にオンライン形式で贈呈式を行い、助成金

を贈呈しました。なお平成３０年度の第２次より募集を開始した環境分野について

は、２件の助成案件がありました。  

 

(2)地球環境研究助成 

人類の継続的発展のためには地球環境の保全、中でも地球温暖化対策が喫緊の

課題となっています。このような状況に鑑み、重要課題解決のための研究テーマ

に対して助成を行う事業です。審査委員会の推薦に基づき３件（総額 14,130 千

円）の助成を決定し、令和５年２月１３日に経団連会館にて贈呈式を行い、助成

金を贈呈しました。 

 
２.新技術顕彰(市村産業賞、学術賞、地球環境賞の贈呈) 

(1)市村賞の贈呈 

第５５回の市村賞は、産業賞（功績賞３件､貢献賞３件）、学術賞（功績賞２

件、貢献賞６件）、地球環境産業賞（該当なし）、地球環境学術賞（功績賞１件、

貢献賞２件）合わせて１７件（賞金総額 63,000 千円）の受賞が決定しました。 

贈呈式は令和５年４月１７日に、帝国ホテル東京「孔雀の間」およびオンライ

ン視聴にて行い、新型コロナ感染防止を講じたうえで表彰状を贈呈しました。 
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(2)国際技術交流 

市村学術賞、並びに市村地球環境学術賞受賞者が国際会議などの国際研究集

会に出席する場合の渡航旅費を助成する参加助成、及び国際研究集会の開催に

対する助成です。参加助成６件、開催助成７件がありました。 

 

(3)市村賞受賞記念フォーラム 

市村賞受賞者や第一線の研究者・技術者に最先端の科学技術について講演い

ただくことで、当財団の活動目的である科学技術の振興を図るとともに地域産

業振興への貢献を目的に、市村賞受賞記念フォーラムを開催しました。 

今年度は８月１９日にホテルメトロポリタン仙台にて前回同様ハイブリッド

形式で開催しました。第５４回の産業賞、学術賞、地球環境賞から計５件の講演

に加え、基調講演として、東京大学 中村 尚教授より「顕在化する地球温暖化

と深刻化する異常気象 ─その実態と予測─」と題してお話を頂きました。会場

の参加者３４名、Web視聴５１名の方が熱心に聴講され、活発な質疑等が行われ

ました。会場では、フォーラムと併せて財団の各事業の紹介、並びに新技術開発

助成で完了認定を受けた企業の開発成果の展示も実施しました。なお、講演後の

技術交流会は中止となりました。 

 

３.少年少女創造性育成 

(1)第５３回市村アイデア賞 

関係者の協力を得ながら、新型コロナウイルスの感染による影響があるなか、

可能な限り各地に出向いて募集活動を行いました。その結果、７月１日から９月

１２日までの募集期間に、３０，０３３件の応募があり、前回に引き続き３万件

を超える応募数となりました。 

審査委員会の推薦に基づき、その中から個人賞として文部科学大臣賞１件、市

村アイデア優秀賞１件､審査委員長特別賞１件､朝日小学生新聞賞１件､朝日中

高生新聞賞１件､科学技術館 館長賞１件、市村アイデア記念賞６件､市村アイデ

ア奨励賞２５件、佳作４９件、努力賞８２件を､団体賞として最優秀団体賞１件､ 

優秀団体賞２件､奨励団体賞３件、努力団体賞９件を決定しました。 

１１月１８日に北の丸の「科学技術館」に於いて表彰式を実施し、賞状、トロ

フィー、奨学金を贈呈するとともに、佳作に対し楯、努力賞に対し賞状を贈呈し

ました。なお、個人賞の奨学金と団体賞の賞金の合計は 4,630千円でした。 

 

(2)キッズ･フロンティア･ワークショップ 

小・中学生を対象に科学技術に関する講話や実験・製作などをとおして、科学

の原理を楽しみながら理解し、科学技術への興味、意欲を高めることをねらいに

(公財）日本科学技術振興財団との共催、文部科学省、朝日新聞社、朝日学生新

聞社などの後援で「かがく・夢・あそび」をスローガンにワークショップを実施
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しました。 

今年度は、半日コースを１１月１８日に市村アイデア賞表彰式後に北の丸の

「科学技術館」で実施し、受賞者の小・中学生を含む保護者・引率の先生など合

わせて約１５０名が参加しました。 

冬休み１日コースは１２月１０日、１１日に高知市の「オーテピア」において、

高知みらい科学館との共催、高知市・南国市・土佐市・いの町教育委員会の後援、

（株）リコー、リコージャパン（株）高知支社の特別協賛のもと、小・中学生５

７名、保護者約３０名が参加しました。テレビ高知、高知放送、高知さんさんテ

レビ、高知新聞社の取材がありました。 

また、春休み１日コースは令和５年３月１１日、１２日に北の丸の「科学技術

館」で実施し、小･中学生６６名、保護者約２４名が参加しました。 

 

４.植物研究助成 

第３１回の植物研究助成は、５月１３日に贈呈式を KKRホテル熱海で開催し、

研究者２３名に総額 32,990千円を贈呈しました。 

なお、令和４年度中に募集、審査を行った、令和５年度の第３２回植物助成で

は、２４件、助成総額 33,085千円の助成が決定しました。 

 

５. 植物研究園の利活用 

春の一般公開を科学技術週間に合わせて４月１６日～２２日の７日間行い、

期間中の来場者は３８３名でした。熱海新聞、東京新聞および静岡新聞に掲載さ

れるとともに、FM熱海のライブ放送に取り上げられました。 

紅葉に合わせて秋の一般公開を１１月２１日～３０日の１０日間行い、期間

中の来場者は３４７名でした。 


